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(1) 平成27年３月１日 第16号

　
Ｊ
Ａ
き
み
つ
畑
作
研
究
会
（
鈴
木
雅
彦
会

長
）は
、袖
ケ
浦
市
の
畑
作
経
営
者
19
名
で
構

成
さ
れ
る
研
究
会
組
織
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
が
推
進
す
る
加
工
業
務
用
野
菜
の
主

力
生
産
者
が
数
多
く
所
属
し
て
い
ま
す
。主

な
品
目
は
、
ダ
イ
コ
ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
、ネ
ギ
な
ど
で
す
。加
工
業
務
用
出
荷

の
他
に
、市
場
出
荷
、直
売
経
営
な
ど
経
営
内

容
は
様
々
で
す
が
、
栽
培
規
模
が
大
き
い
生

産
者
が
多
く
、
平
均
経
営
面
積
は
約
6
ha
に

も
な
り
ま
す
。

  

畑
作
研
究
会
で
は
、
研
究
会
活
動
と
し
て

ダ
イ
コ
ン
の
品
種
試
作
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。年
間
114
品
種
を
12
作
型
に
分
け
、10
名
の

会
員
の
畑
で
栽
培
し
、
収
穫
物
を
評
価
し
て

い
ま
す
。今
年
は
加
工
業
務
用
と
し
て
ダ
イ

コ
ン
の
中
に
緑
色
が
入
り
に
く
く
、
肥
大
性

の
優
れ
る
品
種
の
選
定
に
重
点
を
置
い
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
は
30
代
か
ら
50
代
と
幅
広
く
、
経
営

主
、後
継
者
、新
規
参
入
者
と
様
々
で
す
。

　
研
究
会
の
活
動
の
中
で
知
り
合
い
、
ベ
テ

ラ
ン
農
家
か
ら
技
術
を
学
ぶ
な
ど
、
年
代
を

超
え
た
人
の
輪
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
自
分

も
仲
間
に
入
り
た
い
」「
あ
の
人
も
仲
間
に

入
っ
て
欲
し
い
」と
、
年
々
会
員
は
増
え
、
活

気
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
ま
さ
に
袖
ケ
浦
市
の
露
地
野

菜
を
担
っ
て
い
く
人
材
で
す
。

　
こ
の
プ
ロ
集
団
に
任
せ
れ
ば
、
袖
ケ
浦
市

の
畑
は
安
心
で
す
。　
　 

　
　
　
　（
押
田
）

専門家による体の作業負担調査 より良い品種を求めて、品種試作展示

先進地の視察研修（神奈川県三浦半島） 会員の経営する広大なキャベツ畑

現
役
バ
リ
バ
リ
、

袖
ケ
浦
市
の
畑
作
の
プ
ロ
集
団



平成27年３月１日 第16号(2) 普及だより きみつ

　
平
成
26
年
産
の
生
産
者
米
価
が
大
幅
に

下
落
し
た
こ
と
で
、
主
食
用
米
を
中
心
と

し
た
水
田
農
業
経
営
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
米
価
下
落
の
主
な

原
因
は
過
剰
作
付
に
よ
る
米
余
り
で
あ
り
、

こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
は
生
産
数
量
目

標
に
沿
っ
た
主
食
用
米
の
生
産
が
不
可
欠

に
な
り
ま
す
。
併
せ
て
、
主
食
用
米
以
外

の
水
田
で
は
助
成
金
を
最
大
限
に
活
用
で

き
る
戦
略
作
物
等
に
取
り
組
ん
で
水
田
農

業
経
営
の
安
定
化
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

　
戦
略
作
物
の
う
ち
、
湿
田
で
も
取
り
組

め
て
、
か
つ
確
実
な
需
要
が
期
待
さ
れ
る

品
目
が
飼
料
用
米
及
び
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
用
稲
で
す
。（
取

組
に
あ
た
っ
て
は
取
引
先
と
の
事
前
契
約

が
必
要
に
な
り
ま
す
。）

　
平
成
26
年
産
に
お
け
る
君
津
地
域
の
取

組
面
積
は
、
飼
料
用
米
が
111
　ha
、Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
稲
が
47
　ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
料
用

米
は
主
に
鶏
や
豚
の
飼
料
と
し
て
籾
や
玄

米
を
利
用
す
る
も
の
で
、
主
食
用
米
と
同

様
に
栽
培
管
理
、
刈
取
乾
燥
を
行
い
、
玄

米
又
は
乾
籾
の
状
態
で
出
荷
し
ま
す
。Ｗ

Ｃ
Ｓ
用
稲
は
乳
牛
や
肉
牛
の
飼
料
と
し
て

籾
を
含
め
た
茎
葉
全
体
を
利
用
す
る
も
の

で
、
出
穂
後
間
も
な
く
籾
が
熟
す
前
に
茎

葉
ご
と
収
穫
し
て
サ
イ
レ
ー
ジ
化
（
刈
り

取
っ
た
稲
を
ロ
ー
ル
状
に
し
て
フ
ィ
ル
ム

で
梱
包
、
乳
酸
発
酵
さ
せ
る
）
し
ま
す
。

な
お
、
専
用
機
械
を
使
っ
た
収
穫
梱
包
作

業
に
つ
い
て
は
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
（
農
作

業
請
負
者
）
に
委
託
す
る
こ
と
が
一
般
的

で
す
。（
委
託
料
が
必
要
で
す
。）

　
現
状
は
ど
ち
ら
も
主
食
用
品
種
に
よ
る

取
組
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
多
収
や
Ｗ
Ｃ

Ｓ
の
品
質
向
上
を
目
指
し
て
、
よ
り
飼
料

生
産
に
適
し
た
多
収
性
専
用
品
種
の
導
入

が
徐
々
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
基
本

と
な
る
戦
略
作
物
助
成
は
、
両
品
目
と
も

8
万
円
／
10
ａ
が
基
準
と
な
り
ま
す
が
、

飼
料
用
米
で
は
区
分
管
理
方
式
を
選
択
す

る
こ
と
で
収
量
に
よ
っ
て
助
成
単
価
が
変

動
す
る
数
量
払
い
と
な
り
、
最
大
10
・
５

万
円
／
10
ａ
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、

取
組
の
内
容
に
よ
っ
て
様
々
な
追
加
助
成

が
あ
り
、
26
年
産
の
袖
ケ
浦
市
で
の
取
組

を
基
に
試
算
す
る
と
、
主
食
用
米
並
み
か

ら
そ
れ
以
上
の
収
入
が
見
込
め
ま
す
。（
左

図
参
照
）

　
飼
料
用
米
に
つ
い
て
は
、
主
食
用
米
と

同
様
の
機
械
設
備
及
び
栽
培
管
理
に
な
る

の
で
取
り
組
み

や
す
い
こ
と
が

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲

に
つ
い
て
は
、

近
年
の
輸
入
飼

料
高
騰
に
よ
り
、

畜
産
農
家
側
か

ら
の
需
要
も
高

ま
っ
て
お
り
、

地
域
の
畜
産
農

家
と
連
携
し
て

取
り
組
む
こ
と

で
、
持
続
的
で

安
定
し
た
取
組

が
期
待
で
き
る

こ

と
、
ま

た
、

刈
取
以
降
は
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー

に
委
託
す
る
こ

耕
畜
連
携
で
水
田
フ
ル
活
用

耕
畜
連
携
で
水
田
フ
ル
活
用

水
田
営
農
の
安
定
化
に
向
け
た

　
戦
略
作
物
へ
の
取
組
に
つ
い
て

米
を
め
ぐ
る
取
組
が
変
わ
る
!?

と
と
な
る
の
で
、
秋
作
業
の
ピ
ー
ク
が
緩

和
さ
れ
、
規
模
拡
大
が
容
易
に
な
る
こ
と

も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
27
年
産
の
作
付
に
あ
た
り
、
水
田
農
業

経
営
の
安
定
化
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
農
業
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

（
櫻
井
）



(3) 平成27年３月１日 第16号普及だより きみつ

　
主
食
用
米
の
需
要
減
少
に
伴
い
、
水
田

を
活
用
し
た
新
規
需
要
米
と
し
て
の
飼
料

生
産
の
取
組
が
、
こ
こ
数
年
、
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
輸
入
飼
料
価
格
高

騰
に
よ
り
、
配
合
飼
料
や
乾
牧
草
な
ど
飼

料
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
地
域
の

酪
農
家
は
経
営
に
多
大
な
影
響
を
受
け
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
水
田
営
農
や
酪
農
が

盛
ん
な
袖
ケ
浦
市
で
は
、
水
稲
を
乳
牛
用

飼
料
と
し
て
収
穫
調
製
し
た
稲
発
酵
粗
飼

料
（
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
の
生
産
が
年
々
拡
大
し

て
お
り
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て
は
約
33
　

ha
で
生
産
が
行
わ
れ
、
地
域
の
酪
農
家
の

貴
重
な
飼
料
資
源
と
し
て
活
用
が
進
ん
で

い
ま
す
。

　
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
生
産
に
あ
た
っ
て
は
、
水

稲
農
家
が
育
苗
、
移
植
か
ら
収
穫
前
ま
で

の
栽
培
管
理
を
行
い
、
収
穫
期
（
出
穂
～

糊
熟
期
）
を
迎
え
る
と
、「
袖
ケ
浦
市
Ｗ

Ｃ
Ｓ
生
産
利
用
組
合
」
が
専
用
の
機
械
を

使
っ
て
収
穫
か
ら
サ
イ
レ
ー
ジ
調
製

（
ラ
ッ
ピ
ン
グ
）
ま
で
を
行
い
ま
す
。
調

製
さ
れ
た
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
は
約
２
ヶ
月
間
の
乳

酸
発
酵
を
経
て
、
乳
牛
の
粗
飼
料
と
し
て

市
内
の
酪
農
家
に
お
い
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
生
産
水
田
へ
の
堆

肥
利
用
の
取
組
は
肥
料
代
の
削
減
の
点
等

か
ら
も
年
々
拡
大
し
、
平
成
26
年
度
に
お

い
て
は
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
稲
生
産
水
田
の
９
割
を

超
え
る
利
用
に
至
り
、
地
域
内
で
の
資
源

循
環
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
２
倍
近
い
収
量
が
あ
り
茎
葉

が
豊
富
な
Ｗ
Ｃ
Ｓ
用
品
種
の
導
入
も
進
み

つ
つ
あ
り
、
利
用
者
か
ら
は
さ
ら
な
る
生

産
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
組
合
で
は
牛
の
食
中
毒
に
つ
な

が
る
不
良
発
酵
や
カ
ビ
の
発
生
に
は
注
意

を
払
っ
て
お
り
、
生
産
に
あ
た
っ
て
は
泥

の
混
入
や
梱
包
の
破
損
が
な
い
よ
う
気
を

付
け
る
と
と
も
に
、
梱
包
厚
の
強
化
や
乳

酸
菌
を
添
加
す
る
な
ど
高
品
質
な
飼
料
生

産
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

　
袖
ケ
浦
市
以
外
の
君
津
地
域
に
お
い
て

も
、
来
年
度
の
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
生
産
拡
大
に
向

け
た
動
き
も
活
発
化
し
て
き
て
お
り
、
今

後
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
安
定
生
産
・
利
用
に
向
け
、

水
稲
農
家
、
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
収
穫
組
織
、
稲
Ｗ

Ｃ
Ｓ
利
用
畜
産
農
家
の
一
体
的
な
活
動
が

重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
農
業
事
務
所
で
は
、
市
、Ｊ
Ａ
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
、

引
き
続
き
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
大
塚
）

袖
ケ
浦
市
に
お
け
る
稲
W
C
S

　 
生
産
利
用
の
取
組
に
つ
い
て

▼仕上った稲WCS

▲フィルムでラッピング

▲専用収穫機によるWCS用品種「たちすずか」の収穫



平成27年３月１日 第16号(4) 普及だより きみつ

★
農
業
経
営
体

育
成
セ
ミ
ナ
ー

　
新
た
に
農
業
を
始
め
た
方

（
概
ね
40
歳
ま
で
）
を
対
象
に
、

農
業
経
営
の
基
本
的
な
知
識

や
技
術
習
得
、
先
進
農
家
の
視

察
や
地
域
の
農
業
者
と
の
交

流
を
目
的
と
し
た
農
業
経
営

体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。３
年
間
の
課
程
を

通
じ
て
、
楽
し
く
仲
間
づ
く
り

を
し
な
が
ら
、
地
域
農
業
の
担

い
手
を
目
指
し
ま
せ
ん
か
。

★
新
起
業
家

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

　
新
た
に
起
業
・
６
次
産
業

化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方
、
技
術
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
や
新
た
な
取
組
を

始
め
て
経
営
の
向
上
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
る
方
を
対

象
に
、
全
４
回（
６
月
～
11
月
）

の
予
定
で
〝
新
〟
起
業
家

チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

講
し
ま
す
。　
興
味
の
あ
る
方

は
改
良
普
及
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。　

　
　
　
　（
鶴
岡
・
本
居)

　
第
38
回
千
葉
県
農
業
士
・
千

葉
県
指
導
農
業
士
の
認
証
式
典

が
昨
年
11
月
12
日
に
行
わ
れ
、
県

下
で
指
導
農
業
士
14
名
、
農
業
士

40
名
が
新
た
に
認
証
さ
れ
ま
し

た
。

　
君
津
地
域
で
は
、
指
導
農
業
士

に
１
名
、
農
業
士
に
３
名
が
認
証

さ
れ
ま
し
た
。地
域
農
業
へ
の
貢

献
、
後
継
者
の
育
成
及
び
地
域
の

活
性
化
に
向
け
た
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

右
か
ら

　
小
泉
勝
彦
氏
、田
中
佳
洋
氏

　
安
西
潔
行
氏
、杉
山
正
樹
氏

　
小
泉
　
勝
彦
氏（
袖
ケ
浦
市
）

　
混
住
化
が
進
む
地
域
で
、
周
辺

環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

自
給
飼
料
や
良
質
堆
肥
生
産
に

力
を
入
れ
た
酪
農
経
営
を
し
て

い
ま
す
。特
に
飼
料
価
格
高
騰
が

進
む
中
、
約
８
　ha
の
牧
草
と
約
４

ha
の
稲
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
生
産
利
用
に

よ
る
経
営
の
低
コ
ス
ト
化
へ
意

欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
杉
山
　
正
樹
氏（
木
更
津
市
）

　
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
連
絡
道
近
く

の
中
郷
地
区
で
梨
の
直
売
と
水

稲
の
複
合
経
営
を
営
ん
で
い
ま

す
。幅
広
い
顧
客
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
13
品
種
ほ
ど
の
梨
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

  

安
西
　
潔
行
氏（
木
更
津
市
）

  

矢
那
地
区
で
梨
の
直
売
主
体

の
経
営
を
営
ん
で
い
ま
す
。近
隣

の
畜
産
農
家
の
堆
肥
を
活
用
し
、

土
づ
く
り
に
意
欲
的
に
努
め
、
エ

コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
認
証
さ
れ
て

い
ま
す
。

  

田
中
　
佳
洋
氏（
袖
ケ
浦
市
）

  

袖
ケ
浦
市
川
原
井
地
区
で
延

べ
作
付
面
積
16
　ha
に
及
ぶ
ダ
イ

コ
ン
と
エ
ダ
マ
メ
の
露
地
野
菜

　
45
歳
未
満
で
農
業
を
始
め
よ

う
と
す
る
方
を
資
金
面
で
応
援

し
ま
す
。

◇
準
備
型

就
農
前
に
研
修
す
る
方

・
県
立
農
業
大
学
校
や
指
定
す

る
先
進
農
家
及
び
法
人
等
で
研

修
を
受
け
る
方
で
、
給
付
の
要
件

を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

・
給
付
額
　
年
間
150
万
円

　
　
　
　
　
　（
最
長
２
年
間
）

・
窓
口
　
君
津
農
業
事
務
所
企

画
振
興
課
も
し
く
は
県
農
林
水

産
部
担
い
手
支
援
課

◇
経
営
開
始
型

自
ら
農
業
を
開
始
す
る
方

・
新
規
に
農
業
を
始
め
て
か
ら

経
営
が
安
定
す
る
ま
で
の
方
で
、

要
件
を
満
た
す
方
が
対
象
で
す
。

・
給
付
額
　
年
間
150
万
円

 

　
　
　
　
　（
最
長
５
年
間
）

・
窓
口
　
市
町
村
農
政
担
当
課

※

詳
し
く
は
、
各
窓
口
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
企
画
振
興
課
）

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

経
営
を
営
ん
で
い
ま
す
。そ
の
人

柄
は
所
属
す
る
青
年
農
業
者
団

体
の
若
い
会
員
の
信
頼
を
集
め

て
い
ま
す
。　
　（
川
名
・
押
田
）

　
綾
部
氏
は
、
平
成
22
年
に
ア
グ

リ
ラ
イ
フ
ち
ば
会
長
に
就
任
し
、

女
性
の
視
点
と
組
織
力
を
生
か

し
て
、
作
業
環
境
の
改
善
を
提
案

し
、
普
及
さ
せ
る
な
ど
農
業
労
働

の
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
、
千
葉
県
農
山
漁

村
い
き
い
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
推
進
懇

話
会
委
員
と
し
て
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
農
業
の
実
現
に
貢
献
さ

れ
て
い
ま
す
。

表
彰
者
の
紹
介

平
成
26
年
文
化
の
日

千
葉
県
功
労
者
表
彰

　
　   

綾
部
　
立
子 

氏

　（
富
津
市
・
農
林
水
産
功
労
）

明
日
の
農
業
を
担
う

　 

人
材
の
育
成
に
向
け
て

○
農
業
士

○
指
導
農
業
士

「
青
年
就
農
給
付
金
」


